
愛媛県　グループホームよしの里 改善計画書（兼改善状況確認書） 評価結果確定日：平成20年1月23日

自己 外部

1 5 3 地域の交流を深める 年間を通して

2 1 1 運営理念を見つめ直す 年間を通して

3 71 27 災害時などの緊急の対応が適切に行なえる 随時

今まで以上に地域の行事等に参加した
り、地域の方々にも運営推進会議への参
加をしていただくことによって、さらによし
の里を知っていただき気軽に立ち寄って
ていただけるような交流をしていきたい。

再度運営理念を見つめなおすことによっ
て生活の質の向上を図りたい。

優先順位
改善項目№

改善目標 改善に向けた計画内容

年二回の災害時避難訓練のほかにも自
主訓練をしていきたい

地域の方々との交流の方法としては、今
まで参加した事のなかった行事に参加す
ることで幅広い年齢層の方との交流を
図ったり、運営推進会議への参加をご案
内し気軽に来ていただける雰囲気を作る
ことに取り組んでいきたい。地域の方の中
には気軽に立ち寄っていただきたくても食
事等が伴う行事においては遠慮される方
が多いように思えるため、どのようにした
ら多数の方との交流ができるのかを考え
ていきたいと思う。また、いきいきサロン等
の利用にも取り組んでいきたい。

年に二度、消防署の協力を得て、職員、
利用者全員で訓練を行って防災意識を高
めている。しかし、年に二回程度の訓練で
は災害時に起こりうる様々な事に迅速に
対応できるとは言いがたいため、普段から
「利用者の方々を自分が助けるんだ」とい
う気持ちを持ち続け、年二回だけでなく、
定期的に訓練することによって職員、利用
者の方々もさらに防災意識が高まるので
はないかと思う。

開設して三年が過ぎようとしている。常に
理念を目指し介護を行なっているが、最近
理念が置き去りになっていると感じている
職員が出てきたようだ。そこで、各ユニット
で目標となるものを作って、具体的に取り
組み、理念を見つめなおすことも重要では
ないかと思う。
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